








リハビリテーション専門職が三次予防だけ

でなく一次予防や二次予防 に対応

伴走支援事業の紹介
２０２４年度公衆衛生協会の地域保健総合推進事業では、２県の理学療法士会・作業療法士会に対

して、他県での経験ある協力者（経験者）が事業化のための情報提供や、構築に向けたプロセスに寄

り添い、伴走しながら支援しました。

山口（ＰＴ）チーム：酒造会社職員の健康管理への働きかけ

一次予防

疾病予防、介護予防、健康教育に対しての役割が担える

●健康づくり　●障害予防

●コンディショニング　●メンタル不調への介入

疾病の早期発見

早期リハビリテーション

●後遺症の最小化

●早期家庭復帰

●早期社会復帰

疾病に対するリハビリテーション

重症化予防

三次予防

二次予防

健康寿命の延伸

働き続けられる心身づくり

住みたい地域で人生を過ごせる

●「酒造会社」へ職場訪問、事業部署別インタビュー、職員アンケート、職員向け講座を実施

●県内他業種への展開、継続性を含め事業化の検討、既存事業との整合、士会内での準備　など

茨城（ＯＴ）チーム：メンタルヘルス不調を軸に事業化に向けた関係者との調整

●メンタルヘルス不調を軸に、事業実施する体制づくり

●作業療法士会が中心となり、４団体（理学療法士会、言語聴覚士会、リハ専門職協会）での活動に

　つなげられるよう、実施基盤の整備

●事業可能性のある業態、健康経営情報、関係機関等、事業にかかわる県内外の施策等の調査 など

一人二役
ユーティリティ／ポリバレント

他職種の強みを理解し、

対象者（対象地域）の課題を分析、

対応策の策定から実行、

多職種チームで、

健康づくりに寄与できる能力がある

リハビリテーション専門職

ユーティリティ：複数の役割をこなせる

ポリバレント：他の特性を生かし繋がりを変化させる

ユーティリティ / ポリバレント能力

マルチタスクで
多職種連携

多職種チーム
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